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令和３年度各会計補正予算

111億4,161万4千円
（主なもの）
　　○くま川鉄道災害復旧補助金･･････････････････････････････････････････ ２３，６０８千円
　　○岡原給湯器等災害補助金････････････････････････････････････････････ １０，１５２千円
　　○新型コロナウイルス感染拡大防止負担金･･････････････････････････････ １１，１１４千円
　　○あさぎり中学校学習支援員報酬････････････････････････････････････････ ６，０７８千円
　　○低所得子育て世帯生活支援特別給付金････････････････････････････････ １３，２００千円
　　○障害児保育事業補助金････････････････････････････････････････････････ ７，３０８千円

　令和３年度第１回会議が、６月８日から１１日の４日間の会期で開催された。
　第１日目は、諸般の報告、行政報告の後一般質問を４議員が行い、２日目、３日目と６議員が福祉行政や
防災などを取り上げ町政を質した。最終日に条例７件、財産（立木）処分１件、報告９件、人事８件、令和３
年度補正予算３件を原案どおり承認・可決した。
　また、議員報酬減額条例改正について発議があった。（詳細については５頁に掲載）
　議会広報調査特別委員の辞任に伴う選任が行われ、新たな委員によって今回号より編集発刊されること
となった。

令和３年度　第１回会議開催

障害児保育事業補助金は何名分か。
43名分の補正だが、５名分は今後転入等に備えている。

給湯器等の災害補助金で災害を受けての故障と機器の経年劣化による故障はどのように
区別するのか。
給湯器等を修理した業者から７月豪雨によるものとの証明をもとに判断する。

学習支援員の資格について、他自治体は「教員資格を持つもの」と定めているが、町の
応募資格要件にはないが。
応募者の中に昨年は資格保持者がおられたので、その方を中心に勉強会を実施し指導力
の向上に努めた。今年も有資格者を優先的に採用したい。

一般会計補正予算

問
答

問

答

一般会計（２回目補正）
1億3,053万3千円増

７億２，３３１万７千円
水道事業特別会計（１回目補正）９８８千円増

（主なもの）　○施設委託料と修繕費の増額

３，６８１万１千円球磨郡介護認定審査事業特別会計（１回目補正）
９８６千円増

（主なもの）　○介護保険総合ネットワークシステムの改修費の増額

問

答

質
疑
あ
れ
こ
れ

原案可決

水道災害復旧工事



（3）　　令和３年　８月発行

令和２年度各会計補正予算（報告）

１４７億４,３２６万４千円一般会計（２０回目）
５億１０４万６千円減

２０億７,８５１万９千円国民健康保険特別会計（５回目）
９，０４０千円減

○主に保険給付費等交付金の減額

２億１,２１４万６千円後期高齢者医療特別会計（２回目）
１，０２３千円増

○主に広域連合納付金の決定によるもの

○主に会計年度における議決済み町債の借入額の増減

令和３年度一般会計補正（１回目）予算（報告）

110億１,１０８万１千円
５，７７５千円増

○新型コロナワクチン接種事業のための会計年度任用職員等の
　報酬の増額

１０億９９７万５千円
（主なもの）
　　○災害復旧事業････････････････････････････････････････････････････ ７億３，９２３千円
　　○生活応援給付金給付事業･･････････････････････････････････････････ ８，９８１万４千円
　　○第２庁舎整備事業････････････････････････････････････････････････････ １，８５０万円
　　○道路等整備事業･･････････････････････････････････････････････ １億７，５５２万７千円

令和２年度一般会計繰越明許費（報告）

　繰越明許費とは、何らかの事情でその年度内に支出が終わらないと見込まれるものを、議会の
議決を経て翌年度に繰り越して支出ができる事。

６４０万円水道事業特別会計　繰越
○令和２年７月豪雨に伴う災害復旧事業に係るもの

○令和２年７月豪雨に伴う災害復旧事業に係るもの

４８７万３千円下水道事業特別会計　繰越

専決
処分

専決
処分

コロナワクチン接種の様子

被災したくま川鉄道



あさぎり町議会だより　No.68　　（4）

議案第１号　あさぎり町まち・ひと・しごと創生推進基金条例
企業版ふるさと納税を取り組むにあたり、内閣府に認定された地域再生計画
事業のために法人が寄附した寄附金を活用することを目的とする。

議案第２号　あさぎり町手数料条例の一部を改正する条例
個人番号の再交付手数料、１枚８００円を歳計外で受け入れるため令和３年
９月１日から施行する。

議案第５号　あさぎり町ヘルシーランド条例及びあさぎり町保健センター条例の一部を
改正する条例
社会福祉協議会が使用していたデイサービスセンターを再編し、温泉セン
ターと交流センター施設とする。
交流センターは、住民の交流や健康づくり、その他文化的な利用に資する
事業に改める。温泉センターの定期券は２ヶ月定期券を 8,400 円とする。

議案第６号　あさぎり町介護保険条例の一部を改正する条例
新型コロナウイルス感染症の影響による介護保険料の減免措置が、令和３年
度分まで延長されたことによる。

伊㔟　啓史朗氏（岡原）

教育長の任命同意

　現教育長の任期満了に伴い、
任命することに同意した。

固定資産評価審査委員会
委員の選任同意

　あさぎり町議会第１回会議で
選任に同意した。
　　藤川　友行氏（上）
　　荒木　昭二氏（免田）
　　冨田　道孝氏（岡原）
　　佐藤　祐恵氏（須恵）
　　白柿　耕一氏（深田）

教育委員の
任命同意

　現委員の任期満了に伴い、
任命することに同意した。

米良　隆夫氏（免田）

令和３年度第１回会議　表決一覧表
議員名　

　議案

小
　
谷

岩
　
本

難
　
波

加
賀
山

橋
　
本

小
　
出

豊
　
永

山
　
口

永
　
井

皆
　
越

小
見
田

溝
　
口

森
　
岡

議案第９号 令和 3年度あさぎり町一般会計補正予算（第 2号）につ
いて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第１０号 令和 3年度あさぎり町水道事業特別会計補正予算（第 1
号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第１２号 あさぎり町役場本庁舎外壁改修工事請負契約の締結につ
いて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発議第１号 あさぎり町議会の議員の議員報酬、期末手当及び費用弁
償に関する条例の一部を改正する条例の制定について ○ × × × × ○ × ○ ○ ○ × × ○
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「あさぎり町議会の議員の議員報酬、期末手当
及び議員費用弁償に関する条例の一部を改正する
条例の制定」について 否 決

山口和幸議員他２議員から提出
　提出理由として、新型コロナウイルス感染症及び令和２年７月豪雨災害に
よる町民生活や地域経済の影響が深刻化する中、一層の支援が必要なことか
ら、議員の報酬の月額を減額するため改正するものであり、なお、この条例は、
令和３年７月１日から令和４年３月 31日までとするもの。

今の町民の皆さん方が関心の高いのは「議員の報酬の削減で
はなく、次の町長選挙と議員選挙の同日選挙をしてほしい。」
財政の削減につながり、そのほうが地域の皆さん方の関心度
は高いのではないか。

○議員の中に被災した方もおり、ボランティア活動に参加し、テイクア
ウトをしたりして間接的な支援を行っている。
○我々議会としては、議員報酬を削減した財源が果たしてそこに回ると
いう確証はないと思う。

発議

同日選挙も大事だが、まず町民の皆さんに寄り添うという
ことを考えてみた。皆さんと一緒に力を合わせて国難を乗
り切っていく。新しい生活様式をしながら、新しいまちづ
くりを進めるということをやっていければと思っての発議
である。

質 疑

討論発議に反対

○議会の一つの姿勢として、こういった形をすることが住民の皆さん方
にとっては町の財政にどれだけ数字的に反映されるかどうかは微々た
るものという考え方はあるが、議会の意思を示すという形でやること
には意味がある。

発議に賛成
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コ
ロ
ナ
禍
へ
の
対
応

や
豪
雨
被
災
要
援
護

者
の
受
入
れ
な
ど
、
改
め
て

公
立
多
良
木
病
院
の
存
在
意

義
を
再
認
識
す
る
こ
と
と

な
っ
た
が
、
多
良
木
病
院
に

対
す
る
構
成
町
村
か
ら
の
繰

出
し
の
現
状
は
。

繰
出
基
準
相
当
額
に

対
す
る
実
繰
出
し
額

は
約
半
分
程
度
。

自
治
体
病
院
へ
の
繰

出
し
基
準
は
、
開
設

自
治
体
が
必
要
と
す
る
救
急

医
療
等
の
医
療
水
準
を
確
保

す
る
た
め
、
自
治
体
か
ら
不

採
算
部
門
へ
の
財
政
補
填
を

す
る
事
を
国
が
認
め
て
い
る

基
準
で
あ
り
、
県
内
他
自
治

体
病
院
で
は
１
０
０
％
か
ら

80
％
程
度
な
の
に
比
べ
て
多

良
木
病
院
へ
の
実
繰
出
し
は

約
半
分
と
の
こ
と
。
そ
の
よ

う
な
現
状
で
あ
り
な
が
ら
病

院
収
支
が
赤
字
だ
赤
字
だ
と

い
う
議
論
は
、
当
地
域
の
医

療
を
守
る
と
い
う
視
点
か
ら

非
常
に
無
理
が
あ
る
と
考
え

る
が
。
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

高
ス
ト
レ
ス
状
況
に
加
え
財

政
支
援
不
足
か
ら
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
低
下
に
よ
る
離

職
な
ど
か
ら
、
医
師
を
は
じ

め
医
療
従
事
者
の
基
準
が
満

た
さ
れ
ず
病
院
が
成
り
立
た

な
い
状
況
に
陥
る
事
を
非
常

に
危
惧
す
る
も
の
だ
が
。

開
設
者
協
議
会
と
企

業
長
・
事
務
局
と
の

協
議
も
し
て
い
る
。
病
院
議

会
で
開
設
者
協
議
会
長
や
求

め
ら
れ
れ
ば
私
も
説
明
を
さ

せ
て
頂
き
た
い
。

第
２
庁
舎
整
備
に
つ

い
て
は
、
町
村
合
併

後
か
ら
の
課
題
と
し
て
議
場

移
転
の
み
で
の
概
算
額
が

３
億
円
前
後
を
想
定
さ
れ
、

そ
の
後
の
防
災
拠
点
施
設
の

追
加
検
討
に
よ
り
８
億
円
程

度
と
な
り
、
更
に
突
然
福
祉

セ
ン
タ
ー
代
替
分
が
追
加
さ

れ
、
現
在
の
概
算
額
と
し
て

約
12
億
円
余
り
と
、
当
初
か

ら
約
４
倍
に
膨
ら
ん
で
き
て

い
る
。
本
町
の
現
状
か
ら
必

要
性
の
精
査
が
ま
だ
不
十
分

で
は
な
い
か
。

「
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
調
査
特
別
委
員

会
」
で
説
明
を
し
て
き
て
お

り
、
今
後
も
そ
ち
ら
で
お
話

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

こ
の
一
般
質
問
と
い

う
場
で
お
答
え
が
な

い
こ
と
は
残
念
。
９
月
議
会

の
時
点
で
是
非
の
判
断
を
迫

ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
住
民
説

明
会
で
意
見
が
出
た
場
合

に
検
討
す
る
だ
け
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
的
余
地
は
な
く
な

る
が
。９

月
議
会
で
実
施
設

計
予
算
を
提
案
し
、

座
談
会
の
時
期
は
10
月
か

ら
11
月
あ
た
り
で
設
定
し

た
い
。住

民
の
理
解
を
得
た

と
い
う
判
断
を
さ
れ

る
具
体
的
な
基
準
は
。

あ
ま
り
意
見
が
出
な

い
場
合
は
理
解
頂
い

た
と
判
断
し
、
検
討
す
べ
き

理
由
で
反
対
さ
れ
た
場
合
に

は
検
討
し
て
い
き
た
い
。

「
議
員
や
職
員
の
た

め
の
施
設
で
町
民
に

は
直
接
関
係
は
な
い
。
こ
の

時
期
そ
ん
な
も
の
に
10
何
億

円
も
か
け
る
時
か
。
や
る
こ

と
は
も
っ
と
他
に
あ
る
だ
ろ

う
が
。
」
と
、
議
場
移
転
は

お
ろ
か
防
災
拠
点
施
設
整
備

で
さ
え
も
懐
疑
的
な
意
見
を

持
っ
て
お
ら
れ
る
方
も
お
ら

れ
る
。
拙
速
を
避
け
て
慎
重

丁
寧
な
議
論
が
必
要
で
は
な

い
か
。説

明
会
で
地
域
住
民

の
皆
さ
ん
方
の
理
解

を
得
た
上
で
進
め
て
い
き

た
い
。

議員が町の執行部に対してさまざまな角度から
町政について質問します。

※一般質問の文章については、質問者の
　責任においてそのまま記載とします。

小
こ た に

谷　節
せ つ お

雄 議員

問

町
長

一般質問10人が登壇
公
立
多
良
木
病
院
へ
の

繰
出
し
金
の
現
状
は

財
政

課
長問

第
２
庁
舎
整
備
の
必
要
性

の
精
査
は

問町
長

問町
長問町

長問

町
長

第２庁舎建設予定地（役場本庁舎南側駐車場）



一
般
質
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一般質問10人が登壇

昨
年
か
ら
の
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
防
止
対
策

や
自
然
災
害
の
影
響
で
生
活

様
式
は
大
き
く
変
化
し
、
パ

ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
を
引
き
起

こ
し
た
。
町
も
少
子
化
傾
向

が
進
ん
で
い
る
が
こ
の
よ
う

な
時
こ
そ
将
来
を
担
う
若
者

や
子
育
て
世
代
の
た
め
の
支

援
と
環
境
整
備
を
も
う
一
歩

進
め
て
行
く
べ
き
で
あ
る
。

本
来
で
あ
れ
ば
令
和
２
年
度

に
設
置
予
定
で
あ
っ
た
子
育

て
世
代
の
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
と
子
ど
も
家
庭
総
合
支

援
拠
点
の
進
捗
状
況
は
。

計
画
で
は
コ
ロ
ナ
ワ
ク

チ
ン
接
種
業
務
が
10
月

上
旬
に
終
わ
る
予
定
な
の
で

10
月
下
旬
ま
で
に
は
設
置
し

た
い
。子

ど
も
家
庭
総
合
支

援
拠
点
は
、
地
域
の

リ
ソ
ー
ス
や
必
要
な
サ
ー
ビ

ス
を
機
能
的
に
つ
な
ぐ
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
中
心
拠
点
と

し
て
令
和
４
年
度
中
に
設
置

を
考
え
て
い
る
。

厚
生
労
働
省
に
よ
る

と
支
援
拠
点
の
設
置

に
は
経
験
豊
富
な
専
門
家
の

配
置
が
必
要
と
あ
る
。
近
隣

自
治
体
で
の
設
置
状
況
に
つ

い
て
は
。多良

木
町
が
平
成
30

年
度
に
設
置
済
み
で

あ
る
。
あ
さ
ぎ
り
町
で
は
小

規
模
Ａ
型
の
規
模
と
な
る
の

で
専
門
職
を
常
時
２
名
配
置

す
る
た
め
の
協
議
を
行
っ
て

い
く
。

町
の
現
状
や
国
県
の
支

援
策
と
実
施
状
況
は
。

児
童
扶
養
手
当
の
受

給
資
格
者
で
あ
っ
て

も
申
請
を
さ
れ
な
い
方
を
含

め
１
９
９
世
帯
。
国
県
か
ら

は
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費

助
成
や
母
子
寡
婦
福
祉
資
金

貸
付
事
業
が
あ
る
。
社
会
福

祉
協
議
会
で
は
ひ
と
り
親
家

庭
親
子
交
流
事
業
を
、
県
で

は
「
て
と
て
と
て
・
お
互
い

様
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
実
施

し
て
お
り
町
内
で
も
ひ
と
り

親
家
庭
の
会
が
設
立
予
定
で

あ
る
。

母
子
会
で
あ
る
「
て
と

て
と
て
」
で
は
食
品
や

生
活
用
品
の
配
布
会
な
ど
身

近
な
支
援
を
定
期
的
に
行
わ

れ
て
い
る
の
で
、
で
き
る
だ

け
多
く
の
ひ
と
り
親
家
庭
に

入
会
を
勧
め
ら
れ
る
よ
う
町

で
も
独
自
チ
ラ
シ
を
作
成
し

て
民
生
委
員
の
方
に
配
布
を

お
願
い
す
る
べ
き
で
は
。

わ
か
り
や
す
い
子
育
て

支
援
の
た
め
の
活
動
に

つ
い
て
ま
さ
し
く
議
論
を
始

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

高
校
生
が
利
用
し
て

い
る
代
替
バ
ス
は
定

期
テ
ス
ト
期
間
中
の
運
行
本

数
が
少
な
い
た
め
、
生
徒
に

よ
っ
て
は
保
護
者
に
迎
え
を

頼
ん
だ
り
産
交
バ
ス
を
使
っ

て
い
る
。
通
学
定
期
券
の
購

入
場
所
や
時
間
帯
も
限
ら
れ

て
お
り
不
便
に
感
じ
て
い
る

と
も
聞
い
て
い
る
。
町
が
こ

れ
ま
で
３
回
行
っ
た
生
活
応

援
券
の
配
付
が
定
期
券
の
購

入
に
利
用
で
き
た
こ
と
は
非

常
に
有
意
義
で
あ
っ
た
が
、

ひ
と
り
親
家
庭
に
は
定
期
券

代
を
全
額
と
い
わ
ず
と
も
半

額
で
も
補
助
す
る
体
制
が
整

え
ば
大
き
な
支
援
と
な
る
の

で
は
。テ

ス
ト
期
間
中
は
土

曜
ダ
イ
ヤ
の
運
行
と

な
っ
て
い
る
の
で
３
時
以
降

の
便
は
な
い
。

現
在
、
高
校
生
の
通

学
定
期
券
代
を
補
助

し
て
い
る
の
は
、
湯
前
駅
か

ら
距
離
の
あ
る
水
上
村
だ
と

思
う
。
今
後
他
町
村
な
ど
を

よ
く
精
査
し
て
い
く
。

そ
の
他
質
問
事
項

⃝

学
習
支
援
員
の
配
置
に
つ

　
い
て

難
な ん ば

波　文
あ や み

美 議員

パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
に
耐
え
う
る

子
育
て
世
代
の
支
援
拡
充
は

問

町
長

問

町
長

ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
支
援

に
つ
い
て

「お互いさまプロジェクト」配布会

＊『パラダイムシフト』とは＊
　時代や分野において当然のことと考えられてい
た認識、思想、社会全体の価値観などが革命的に
もしくは劇的に変化すること。
（出典：科学史家トーマス・クーン）

健
康
推
進
課
長

生
活
福
祉
課
長

生
活
福
祉
課
長

問生
活
福
祉
課
長

問問

企
画
政
策
課
長

すべての親子を置き去りにしない！

新型コロナウイルスの影響を受けた
ひとり親家庭にご支援ください！
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を
頂
き
な
が
ら
、
集
落
を
囲

む
堤
防
（
輪
中
提
）
を
設
け

て
浸
水
被
害
を
防
ぐ
対
策
を

考
え
て
い
る
。
今
後
は
地
元

へ
の
説
明
会
等
で
理
解
を
得

て
進
め
て
行
き
た
い
。

免
田
川
や
井
口
川
、
ま

た
は
町
の
管
理
河
川
の

浚
渫
工
事
が
進
ん
で
も
、
最

終
的
に
は
球
磨
川
の
浚
渫
工

事
が
進
ま
な
け
れ
ば
水
害
対

策
の
根
本
的
な
解
決
に
は
な

ら
な
い
と
思
う
が
。

国
交
省
で
は
、
当
面
予

定
さ
れ
て
い
た
掘
削
工

事
が
完
了
し
た
と
い
う
事
だ

が
、
そ
の
後
町
で
も
現
場
を

調
査
し
て
、
球
磨
川
本
流
や

支
流
と
の
合
流
箇
所
等
、
ま

だ
ま
だ
堆
積
土
砂
が
見
受
け

ら
れ
る
の
で
、
そ
の
状
況
を

踏
ま
え
て
国
交
省
に
要
望
し

て
い
る
。
国
交
省
か
ら
も
、

現
場
の
状
況
を
踏
ま
え
て
今

後
も
進
め
て
行
く
と
回
答
を

も
ら
っ
て
い
る
の
で
、
今
後

も
少
し
で
も
災
害
が
少
な
く

な
る
よ
う
要
望
し
て
い
く
。

町
で
は
、
様
々
な
防
災

訓
練
を
実
施
さ
れ
て
い

る
が
、
そ
の
検
証
と
課
題
は
。

現
在
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の

状
況
の
中
で
大
き
な
防

災
訓
練
は
で
き
て
は
い
な
い

が
、
図
上
訓
練
に
お
い
て
、

各
防
災
関
係
機
関
（
自
衛

隊
・
消
防
署
・
警
察
）
と
の

調
整
力
の
向
上
、
災
害
を
予

測
し
た
状
況
判
断
力
の
向
上

を
目
的
と
し
て
実
施
し
て
い

る
。
検
証
結
果
と
し
て
は
、

状
況
図
の
整
備
要
領
等
は
向

上
し
て
い
る
が
、
被
害
情
報

に
基
づ
き
予
測
し
た
状
況
判

断
力
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が

必
要
と
考
え
る
。
ま
た
、
図

上
訓
練
は
、
平
日
4
時
間
か

け
て
実
施
し
参
加
で
き
る
職

員
も
限
ら
れ
る
の
で
、
職
員

の
防
災
意
識
の
向
上
が
課
題

と
考
え
て
い
る
。

現
状
は
。植

の
里
地
区
は
、
県
に

よ
る
田
頭
川
の
越
水
対

策
と
し
て
、
堤
防
に
大
型
土

嚢
の
設
置
工
事
が
5
月
に
完

了
し
て
い
る
。
寺
池
地
区
の

対
策
と
し
て
は
、
洪
水
予
想

が
高
い
時
に
、
国
交
省
か
ら

ポ
ン
プ
車
の
使
用
が
予
定
さ

れ
て
お
り
、
現
在
、
素
早
い

対
応
が
で
き
る
よ
う
に
、
旧

東
庁
舎
の
駐
車
場
に
配
置
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
、
球

磨
川
の
土
砂
掘
削
や
樹
木
伐

採
等
を
講
じ
て
も
ら
っ
て
い

る
が
、
集
落
へ
の
浸
水
被
害

を
防
ぐ
の
は
な
か
な
か
困
難

な
の
で
、
人
命
を
優
先
す
る

と
い
う
考
え
か
ら
県
の
協
力

　
あ
さ
ぎ
り
町
で
実
施
し
た
分

が
、
３
，
０
０
０
㎥
と
な
っ
て

い
る
。
町
で
は
、
緊
急
浚
渫
事

業
債
を
活
用
し
て
事
業
を
進
め

て
い
る
が
、
予
定
し
て
い
る
町

内
8
河
川
の
内
、
工
事
完
了
し

た
の
が
伊
賀
川
と
宮
川
内
川
、

残
り
は
梅
雨
明
け
以
降
に
実
施

す
る
事
と
な
る
。

昨
年
の
豪
雨
災
害
で
甚

大
な
被
害
が
発
生
し

た
、
深
田
植
の
里
地
区
と
須

恵
寺
池
地
区
の
水
害
対
策
の

町
内
河
川
の
浚
渫
状
況
は

問

問

永
な が い

井　英
え い じ

治 議員
問

問 防
災
訓
練
の
検
証
と
課
題
は

昨
年
7
月
の
豪
雨
災
害

を
受
け
て
、
現
在
町
内

河
川
の
浚
渫
工
事
が
行
わ
れ

て
い
る
が
、
そ
の
現
況
は
。

河
川
の
堆
積
土
砂
の
撤

去
は
、
流
域
全
体
で
の

治
水
対
策
と
い
う
事
で
緊
急
治

水
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
と
し

て
取
り
組
ん
で
い
る
。
国
交
省

で
町
内
の
球
磨
川
の
土
砂
撤
去

の
量
が
７
，
０
０
０
㎥
。
県
で

実
施
さ
れ
た
分
が
免
田
川
を
主

に
10
万
８
，
０
０
０
㎥
。

建
設

課
長

建
設

課
長

建
設

課
長

総
務

課
長

免田川　浚渫前

免田川　浚渫後
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あ
さ
ぎ
り
町
に
お
け
る

太
陽
光
発
電
施
設
の
現

状
と
課
題
は
。

あ
さ
ぎ
り
町
の
発
電
量

は
２
３
０
万
kw
。
国
も

脱
炭
素
の
た
め
に
太
陽
光
を

設
置
す
る
区
域
に
つ
い
て
行

政
は
示
し
推
進
し
な
さ
い
と

い
う
事
に
な
っ
て
い
る
が
、

土
砂
流
出
の
問
題
な
ど
、
そ

恐
れ
も
あ
る
た
め
、
当
面
は
こ

の
事
業
量
を
維
持
し
て
い
く
。

林
業
も
農
業
も
建
設
業

も
全
て
、
担
い
手
不
足

が
１
番
問
題
で
は
な
い
か
。

林
業
の
技
術
を
き
ち
っ

と
守
っ
て
い
け
る
人
材

を
育
て
る
仕
組
み
を
作
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
っ
て
い
る
。

そ
の
他
質
問
事
項

⃝

ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
競
技
施

　
設
整
備
に
つ
い
て

橋は
し
も
と本　

誠ま
こ
と 

議
員

再生可能
エネルギーの

対応は

う
い
う
も
の
が
発
生
し
て
る

の
が
事
実
な
の
で
、
課
題
に

向
け
て
今
後
取
り
組
ん
で
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
い
る
。

農
地
転
用
に
よ
る
太

陽
光
施
設
の
設
置
状

況
は
。平

成
28
年
度
か
ら
令

和
２
年
度
ま
で
の
５

年
間
で
20
件
の
申
請

が
あ
っ
た
。
面
積
に
つ
い
て

は
、
合
計
で
約
2.5‌

ha
と
な
っ

て
い
る
。太

陽
光
発
電
施
設
に
よ

る
災
害
防
止
規
制
と
あ

さ
ぎ
り
町
景
観
等
の
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
事
業
と

調
和
に
関
す
る
条
例
の
制
定

が
必
要
で
は
。

土
砂
流
出
と
い
う
の
は

実
際
に
あ
さ
ぎ
り
町
で

も
起
き
て
い
る
。
開
発
面
積

が
１
ha
を
超
え
た
場
合
は
、

林
地
開
発
と
し
て
県
の
許
可

が
要
る
。
と
こ
ろ
が
、
１
ha

未
満
に
な
る
と
、
こ
う
い
う

も
の
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い

と
い
う
点
が
あ
る
。
条
例
を

つ
く
る
前
の
前
段
と
し
て
、

現
状
を
し
っ
か
り
と
分
析
し

地
域
住
民
が
困
ら
な
い
よ
う

に
、
必
要
で
あ
れ
ば
条
例
を

検
討
し
た
い
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
て
豊

か
な
暮
ら
し
を
進
め
る

と
の
こ
と
だ
が
、
行
政
と
し

て
、
ど
の
様
な
活
用
を
す
る

の
か
。マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

に
よ
る
各
種
証
明
書
発

行
シ
ス
テ
ム
の
検
討
、
鳥
獣

害
対
策
と
し
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活

用
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
の

構
想
推
進
等
と
あ
わ
せ
て
、

Ｉ
Ｔ
人
材
の
招
聘
と
専
門
指

導
員
育
成
の
展
開
を
イ
メ
ー

ジ
し
て
い
る
。

光
環
境
整
備
は
、
大
容

量
で
高
速
な
も
の
に
し

て
お
か
な
い
と
関
係
人
口
が

あ
さ
ぎ
り
町
を
通
り
越
し
て

い
っ
て
し
ま
う
。
そ
う
い
う

光
基
盤
の
環
境
を
つ
く
っ
て

い
か
な
い
と
い
け
な
い
が
、

町
民
の
人
た
ち
に
し
っ
か
り

理
解
し
て
い
た
だ
き
準
備
を

し
て
い
き
た
い
。

伐
期
を
迎
え
た
町
有

林
の
現
状
と
今
後
の

計
画
は
。50年

生
以
上
の
標
準
的

な
伐
期
を
迎
え
て
い
る

町
有
林
は
約
１
，
６
０
０
ha
、

全
体
の
64
％
。
間
伐
に
つ
き
ま

し
て
は
、
森
林
経
営
計
画
に
基

づ
い
て
年
間
１
０
０
ha
か
ら

１
１
０
ha
程
度
の
面
積
を
実
施

し
て
い
る
状
況
。
１
度
に
多
く

の
森
林
を
伐
採
す
る
と
い
う
の

は
、
森
林
機
能
を
低
下
さ
せ
る

問町
長

町
長 問

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
環
境

整
備
は

問

町
長 問

農
業
委
員
会
事
務
局
長

問企
画
政
策
課
長

町
長伐

期
を
迎
え
た
町
有
林
の

今
後
の
計
画
は

問農
林
振
興
課
長

タブレットを活用したICT授業(岡原小)

伐期を迎えた町有林
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護
費
用
の
削
減
な
ど
に
貢
献

し
て
い
る
。
設
置
の
目
的
に

沿
っ
て
活
動
を
現
在
続
け
て

い
る
。
課
題
と
し
て
は
、
後

に
続
く
後
継
者
と
い
う
か
新

規
加
入
者
が
少
な
い
の
が
一

つ
の
課
題
と
捉
え
て
い
る
。

直
近
３
か
年
の
収
支
状

況
は
。

受
注
額
は
、
平
成
29
年

度
は
１
億
２
，０
９
５
万

円
、
平
成
30
年
度
が
１
億
２
，

０
７
２
万
円
、
令
和
元
年
度
が

１
億
１
，０
６
７
万
円
と
な
っ
て

お
り
、
元
年
度
は
１
，０
０
０
万

円
程
受
注
が
減
っ
て
い
る
が
、

順
調
に
経
営
が
行
わ
れ
る
か
心

配
し
た
が
、
元
年
度
の
８
月

頃
か
ら
、
内
部
で
幾
度
も
検
討

し
、
体
制
づ
く
り
を
強
化
し
、

約
11
万
程
度
の
翌
年
度
繰
越
し

を
決
算
で
き
た
。
令
和
２
年
度

に
引
き
続
き
、
元
年
度
よ
り
も

４
０
０
万
円
く
ら
い
伸
び
る
結

果
と
な
っ
て
い
る
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
は
、
高
齢
者
に
ふ

さ
わ
し
い
地
域
社
会
に
密
着

し
た
臨
時
的
か
つ
短
期
的
ま

た
は
そ
の
他
の
軽
易
な
仕
事

並
び
に
シ
ル
バ
ー
派
遣
事
業

を
一
般
家
庭
、
企
業
、
公
共

団
体
等
か
ら
請
負
ま
た
は
委

任
に
よ
り
引
受
け
、
そ
れ
ぞ

れ
に
合
っ
た
仕
事
を
会
員
に

提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
生

き
が
い
の
充
実
、
福
祉
の
増

進
を
図
り
な
が
ら
、
活
力
あ

る
地
域
社
会
づ
く
り
に
貢
献

で
き
る
こ
と
を
目
指
す
仕
組

み
と
な
っ
て
い
る
。
現
状
と

課
題
を
問
う
。

地
域
社
会
に
密
着
し
、

自
主
、
自
立
、
協
働
、

共
助
の
理
念
に
基
づ
き
運
営

さ
れ
て
い
る
組
織
。
地
域
の

日
常
生
活
に
密
着
し
就
業
機

会
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ

り
、
高
齢
者
の
社
会
参
加
を

促
進
し
、
ま
た
高
齢
者
の
生

き
が
い
の
充
実
、
健
康
の
保

持
増
進
、
ひ
い
て
は
地
域
社

会
の
活
性
化
、
医
療
費
や
介

課
題
と
し
て
会
員
数
の

減
少
が
挙
げ
ら
れ
た

が
、
直
近
３
か
年
の
会
員
数
と

年
齢
階
層
、
平
均
年
齢
は
。

平
成
29
年
度
末
が
１
８
２

名
、
30
年
度
１
６
８
名
、

令
和
元
年
度
１
５
４
名
、
２
年

度
１
５
２
名
、
３
年
度
５
月
末

で
１
１
７
名
の
内
訳
は
、
60
～

64
歳
１
名
、
65
～
69
歳
32
名
、

27
・
４
％
。
70
～
74
歳
46
名
、

39
・
３
％
。
75
～
79
歳
27
名
、

23
・
１
％
。
80
歳
代
以
上
11

名
、
9.4
％
。
平
均
年
齢
は
73
・

３
歳
と
な
っ
て
い
る
。

会
員
数
の
減
少
と
い
う

課
題
の
解
消
策
は
。

会
員
を
増
や
す
た
め
に

こ
れ
ま
で
は
広
報
あ
さ

ぎ
り
と
か
区
長
会
で
お
願
い
す

る
だ
け
の
通
り
一
辺
倒
な
募
集

で
な
く
、
新
規
獲
得
に
向
け
て

対
象
者
を
絞
っ
て
個
別
に
当

た
っ
た
り
、
農
業
の
体
験
講
習

会
と
か
、
地
道
に
努
力
を
し
て

い
く
。将

来
の
構
想
と
し
て
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
も
地
域
商
社
あ
さ
ぎ
り
財

団
に
入
る
の
か
。

取
り
あ
え
ず
は
ま
だ
そ

の
ま
ま
の
形
で
継
続

し
な
が
ら
お
互
い
に
連
携
を

と
っ
て
や
っ
て
い
き
た
い
。

そ
の
他
質
問
事
項

⃝

ふ
る
さ
と
振
興
社
の
経
営

　
状
況
に
つ
い
て

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

現
状
と
課
題
は

問

豊
と よ な が

永　喜
き い ち

一 議員

問

問

町
長

副
町
長

副
町
長

問副
町
長

副
町
長問

会員募集中　シルバー人材センター
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皆み
な
ご
し越　

て
る
子こ 

議
員

交
流
セ
ン
タ
ー
と
変
更
に
な

り
、
健
康
づ
く
り
の
拠
点
と

し
て
、
施
設
の
一
部
は
健
康

器
具
を
配
置
し
て
の
健
康
づ

く
り
が
進
め
ら
れ
よ
う
と
し

て
い
る
。
周
辺
を
見
渡
し
て

み
る
と
管
理
が
行
き
届
い
て

い
な
い
箇
所
が
見
受
け
ら
れ

る
。
最
初
に
施
設
内
の
利
用

計
画
に
つ
い
て
伺
う
。

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
及
び
上
保
健
セ
ン

タ
ー
部
分
は
、
会
議
や
住
民

の
方
の
趣
味
等
の
集
ま
り
の

場
、
健
康
推
進
の
拠
点
と
な

る
よ
う
な
施
設
と
し
て
の
利

用
を
考
え
て
い
る
。
社
会
福

祉
協
議
会
の
事
務
所
跡
は
指

定
管
理
者
に
事
務
所
と
し
て

利
用
し
て
い
た
だ
く
。

厨
房
で
は
冷
蔵
庫
が
稼

働
し
て
る
が
今
後
の
考

え
は
。使

用
目
的
が
決
ま
り
次

第
改
修
し
て
い
く
が
、

ア
イ
デ
ア
を
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
う
。健康

器
具
（
エ
ア
ロ
バ

イ
ク
）
で
の
体
操
が
で

き
る
の
は
い
つ
頃
か
ら
。

現
在
購
入
の
手
続
を

行
っ
て
い
る
。
９
月
に

は
本
年
度
第
２
期
生
の
教
室

を
開
講
し
た
い
と
考
え
て
い

る
の
で
、
そ
れ
ま
で
に
器
具

等
の
購
入
を
済
ま
せ
た
い
と

考
え
て
い
る
。

施
設
外
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
場
も
含
め
町
で
管
理

す
る
の
か
、
指
定
管
理
者
の

契
約
内
容
は
。

指
定
管
理
者
に
年
３
回

の
除
草
作
業
と
年
１
回

の
樹
木
剪
定
を
お
願
い
し
て

い
る
。温

泉
セ
ン
タ
ー
も
一
つ

に
な
り
、
以
前
は
上
地

区
の
老
人
会
で
川
南
・
川
北

と
年
２
回
程
度
地
区
の
会
員

４
名
程
度
で
１
時
間
弱
の
草

刈
り
・
剪
定
作
業
を
し
て
い

た
だ
い
て
い
た
。
指
定
管
理

者
移
行
後
も
官
民
一
体
の
取

り
組
み
と
し
て
い
い
の
で
は

な
い
か
と
思
う
が
。

一
度
現
場
を
見
て
、
検

討
し
て
み
た
い
。

免
田
川
に
架
か
る
石
田

橋
を
含
め
た
今
後
の
管

理
整
備
に
つ
い
て
。

工
事
費
を
考
え
た
と
き

に
撤
去
の
方
向
で
考
え

て
い
た
が
、
地
区
の
方
た
ち

の
利
用
さ
れ
た
経
緯
も
聞
い

て
い
る
の
で
、
座
談
会
の
折

に
も
意
見
を
聞
き
た
い
。

シ
ン
ボ
ル
ロ
ー
ド
完
成

碑
が
平
成
10
年
３
月
吉

日
建
立
。
県
内
外
者
の
歌
碑

の
１
つ
、
三
上
慶
子
さ
ん
の

「
春
蘭
や
父
在
り
し
日
の
白

髪
岳
」
、
す
こ
や
か
地
蔵
・

に
こ
に
こ
地
蔵
・
け
ん
こ
う

地
蔵
・
サ
イ
ホ
ン
工
法
に
よ

り
免
田
川
と
百
太
郎
溝
が
交

差
し
て
い
る
所
。
小
学
校
低

学
年
の
社
会
科
学
習
ま
た
校

内
の
遠
足
で
も
活
用
で
き
る

コ
ー
ス
だ
と
思
う
が
。

小
学
校
社
会
科
学
習

に
お
け
る
身
近
な
先

人
の
偉
業
を
学
習
す
る
場
所

と
し
て
素
晴
ら
し
い
の
で
は

な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。

そ
の
他
質
問
事
項

⃝

上
・
岡
原
・
須
恵
・
深
田

　
支
所
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て

問

ヘルシーランド温泉を
拠点とした健康づくりは

ふ
れ
あ
い
福
祉
セ
ン

タ
ー
改
修
工
事
完
了

に
伴
い
、
社
会
福
祉
協
議
会

の
事
務
所
も
移
転
と
な
り
、

名
称
も
温
泉
セ
ン
タ
ー
と

問

問 町
長

問

生
活
福
祉
課
長

健
康
推
進
課
長問生

活
福
祉
課
長問町

長

免
田
川
に
架
か
る
石
田
橋
を
含
め

た
今
後
の
管
理
整
備
に
つ
い
て

町
長問

教
育
長

３体のお地蔵さま

検討中の石田橋
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政
府
、
自
民
党
に
お
い

て
、
人
口
減
少
、
担

い
手
の
高
齢
化
に
伴
う
農
地

政
策
（
人
・
農
地
プ
ラ
ン
、

農
地
集
積
バ
ン
ク
等
）
の
見

直
し
方
針
を
ま
と
め
、
関
連

法
案
を
来
年
の
通
常
国
会
に

提
出
す
る
事
を
決
め
た
。
現

在
の
あ
さ
ぎ
り
町
に
お
い
て

は
、
耕
作
放
棄
地
の
割
合
も

微
小
と
は
い
え
、
農
業
者
の

年
齢
構
成
を
鑑
み
れ
ば
急
激

な
余
剰
農
地
問
題
が
浮
上
す

る
事
が
危
惧
さ
れ
る
。
そ
れ

ら
へ
の
対
応
策
と
し
て
「
地

域
商
社
あ
さ
ぎ
り
財
団
」
が

設
立
準
備
に
向
け
始
動
さ
れ
る

と
思
う
が
、
今
後
改
正
さ
れ
る

事
が
想
定
さ
れ
る
関
連
法
と
の

マ
ッ
チ
ン
グ
を
図
り
、
よ
り
効

果
を
上
げ
る
べ
き
と
考
え
以
下

の
点
に
つ
い
て
問
う
。
①
人
・

農
地
プ
ラ
ン
の
実
質
化
率
と

は
、
将
来
に
お
け
る
農
地
の
出

し
手
、
受
け
手
の
決
ま
っ
て
い

る
農
地
が
過
半
（
50
％
以
上
）

あ
る
地
域
（
エ
リ
ア
）
が
実
質

化
し
た
と
見
な
さ
れ
て
い
る

が
、
あ
さ
ぎ
り
町
の
現
状
は
。

あ
さ
ぎ
り
町
の
８
つ

の
エ
リ
ア
中
７
つ
の

エ
リ
ア
は
一
応
実
質
化
さ

れ
て
い
る
状
況
と
公
表
し

て
い
る
が
、
具
体
的
な
過
半

（
50
％
）
と
い
う
点
に
お
い

て
も
、
ま
だ
数
値
の
完
全
な

把
握
は
出
来
て
い
な
い
。
今

後
は
こ
の
実
質
化
の
中
身
の

精
度
を
高
め
る
取
り
組
み
を

進
め
た
い
。

②
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の

進
ま
な
か
っ
た
要
員
の

ひ
と
つ
と
し
て
、
事
業
を
推

進
す
る
担
当
職
員
の
少
な
さ

も
あ
る
と
思
う
が
、
町
長
の

考
え
は
。農家

自
身
が
将
来
の
判

断
に
迷
っ
て
お
ら
れ

る
と
こ
ろ
も
あ
ろ
う
し
、
子

供
が
帰
っ
て
来
る
ん
じ
ゃ
な

い
か
の
期
待
感
も
あ
ら
れ
る

現
状
だ
と
思
う
。
そ
れ
ら
の

判
断
の
支
援
策
と
し
て
産
業

活
性
化
プ
ラ
ン
も
立
ち
上
げ

て
、
経
営
診
断
を
や
ら
せ
て

も
ら
っ
た
り
「
あ
さ
ぎ
り
財

団
」
を
使
っ
て
官
民
一
体
に

な
っ
て
や
っ
て
行
く
、
役
場

庁
舎
内
に
担
当
部
署
を
つ
く

る
事
も
将
来
的
に
は
あ
る
か

も
し
れ
な
い
。
Ｊ
Ａ
等
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
慎
重
に

か
つ
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て

取
り
組
む
べ
き
事
項
と
思
っ

て
い
る
。③

あ
さ
ぎ
り
町
の
認
定

農
業
者
の
年
齢
階
層
別

分
布
の
現
状
は
50
才
代
か
ら
70

才
代
の
比
率
が
高
く
、
従
事
者

の
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
。
農

村
回
帰
の
動
き
は
あ
る
も
の
の

何
よ
り
も
あ
さ
ぎ
り
町
在
住
の

農
業
を
志
す
若
者
の
定
着
率
を

上
げ
る
た
め
の
「
上
乗
せ
補

助
」
等
、
よ
り
厚
い
支
援
策
も

望
ま
れ
る
が
。

多
様
な
支
援
策
が
想
定

さ
れ
る
が
補
助
事
業
は

自
己
資
金
が
要
る
の
で
経
営

を
圧
迫
す
る
要
員
に
な
る
可

能
性
が
あ
る
。
「
あ
さ
ぎ
り

財
団
」
で
の
農
機
の
レ
ン
タ

ル
事
業
（
仮
定
）
で
の
支
援

も
ひ
と
つ
の
選
択
肢
で
は
な

い
か
と
考
え
る
。

そ
の
他
質
問
事
項

⃝

ふ
れ
あ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
の
今
後
の
活
用
策
に
つ
い
て

⃝

自
然
災
害
対
応
に
つ
い
て

問

問

農
地
政
策
と
人
材
確
保
は

小
こ み た

見田　和
か ず ゆ き

行 議員

町
長

問

町
長

農
林
振
興
課
長

農業者のみなさんへ

詳細はコチラから

人・農地プランの
ご紹介

５年先、10年先の地域の農地を
だれが、どうやって守っていくのか、
話し合っていきましょう。

◆ 自分は、あと何年農業を続けていけるかな
◆ この先、耕作をやめてしまう仲間が増えていきそうだな
◆ いざという時、だれか農地を引き受けてくれる人はいるのかな

〇〇市（町村）、〇〇市（町村）農業委員会、ＪＡ〇〇、〇〇土地改良区、〇〇県農地バンク

人・農地プラン 〇〇市（町村） 検索

人・農地プラン



一
般
質
問

（13）　　令和３年　８月発行

な
い
様
々
な
自
然
災
害
へ
の

備
え
や
周
辺
市
町
村
と
の
連

携
等
の
課
題
が
山
積
み
で
も

あ
る
。
職
員
の
専
門
性
を
高

め
る
た
め
の
研
修
の
実
施
状

況
は
。基

本
若
い
職
員
に
は

色
々
な
課
を
経
験
し
て

も
ら
い
、
40
歳
を
過
ぎ
た
ら

そ
の
人
に
合
っ
た
人
材
の
登

用
で
専
門
的
な
職
員
を
育
て

た
い
。令

和
元
年
度
は
36
メ

ニ
ュ
ー
に
職
員
延
べ

５
４
９
名
が
、
２
年
度
は
24

メ
ニ
ュ
ー
に
延
べ
２
７
７
名

が
研
修
に
参
加
。
元
年
度
か

ら
は
希
望
す
る
職
員
に
は
長

期
研
修
（
自
治
大
学
校
へ
の

入
校
等
）
も
行
っ
て
い
る
。

高
度
な
研
修
施
設
で
専
門
的

な
知
識
を
学
び
、
職
員
の
資

質
向
上
と
共
に
組
織
の
能
率

的
な
運
営
に
貢
献
す
る
人
材

の
育
成
に
努
め
て
い
る
。

研
修
は
ま
ず
は
本
人
の

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
が
大

き
な
目
的
だ
と
思
う
が
、
特

総
務

課
長

加か

が

や

ま

賀
山　

瑞み

つ

こ

津
子 

議
員

人材育成と
女性職員の活躍は

に
専
門
性
の
高
い
研
修
に
関

し
て
の
情
報
・
技
術
の
共
有

化
、
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
を
ど
の

様
に
図
っ
て
い
る
の
か
。

各
課
で
研
修
内
容
は
違

う
が
、
内
容
の
報
告
会

や
検
討
会
を
行
い
有
効
活
用

を
図
っ
て
い
る
。

男
女
共
同
参
画
の
進
展

や
承
認
の
深
ま
り
の
中

で
、
町
と
し
て
女
性
職
員
の
役

割
を
ど
う
捉
え
て
い
る
の
か
。

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
「
次

世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法

及
び
女
性
活
躍
推
進
法
に
基

づ
く
あ
さ
ぎ
り
町
特
定
事

業
主
行
動
計
画
」
が
公
表
さ

れ
て
い
る
。
目
標
と
し
て
課

長
補
佐
相
当
職
以
上
の
女
性

の
割
合
を
20
％
と
あ
る
が
、

実
情
は
平
成
29
年
度
8.8
％
、

30
年
度
15
％
、
令
和
元
年
度

11
・
７
％
で
あ
る
が
。

令
和
３
年
４
月
現
在
、

職
員
数
１
８
２
名
内
女

性
が
67
名
（
36
・
８
％
）
課
長

職
16
名
で
は
女
性
の
割
合
は
ゼ

ロ
、
課
長
補
佐
21
名
中
3
名

（
14
・
３
％
）
グ
ル
ー
プ
長
28

名
中
５
名
（
17
・
９
％
）
。

女
性
の
登
用
と
あ
ま
り

意
識
を
せ
ず
に
適
材
適

所
で
い
き
た
い
。
女
性
職
員
に

も
も
っ
と
積
極
的
に
前
に
出
て

欲
し
い
と
期
待
も
あ
る
。

多
様
な
生
き
方
が
受
け

入
れ
ら
れ
る
土
壌
を
整

え
る
な
ど
の
課
題
解
決
も
必

要
。
女
性
で
も
男
性
で
も
障
が

い
が
あ
っ
て
も
自
分
ら
し
い
働

き
方
の
先
に
活
躍
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
思
う
が
。

色
ん
な
研
修
を
通
じ
て

自
分
の
視
野
や
行
動
範

囲
を
広
げ
人
間
性
を
高
め
て

も
ら
い
た
い
。
若
い
人
た
ち

の
活
躍
す
る
場
を
作
る
こ
と

に
使
命
感
を
持
っ
て
取
り
組

ん
で
い
く
。

一
般
財
団
法
人
あ
さ
ぎ

り
地
域
づ
く
り
推
進
機

構
の
中
で
活
用
す
る
の
か
。

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
に
則の
っ
とり

進
め
て
い
く
。
そ
の
中
で
福

祉
や
子
育
て
等
に
も
活
用
し

た
い
。

問

問

町
長

問

問

問

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の

取
り
組
み
状
況
は

町
長

副
町
長

総
務

課
長

町
長

町
長

令
和
３
年
度
は
新
し
い

課
の
設
置
や
若
手
職

員
の
登
用
と
こ
れ
か
ら
の
活

力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
へ
の
ス

タ
ー
ト
の
年
と
な
っ
た
。
し

か
し
、
豪
雨
や
新
型
コ
ロ
ナ

感
染
症
な
ど
終
わ
り
の
見
え

男女共同参画社会のイメージ図
男性も女性も意欲に応じてあらゆる分野で活躍できる社会

◎多様な活動を自らの希望に沿った形で展開
◎男女ともに夢や希望を実現

ひとりひとりの豊かな人生

職場に活気
・生産性が向上
・個人が能力を
　最大限に発揮

家庭生活の充実
・家族のパートナー
　シップの強化
・男性の家庭への参画

地域力の向上
・地域の活性化
・子ども達がのびやかに
　育つ環境の実現
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ふ
る
さ
と
振
興
社
の
経
営
状
況
と

今
後
の
運
営
方
針
は

平
成
30
年
12
月
定
例
議

会
で
、
ふ
る
さ
と
振
興

社
調
査
特
別
委
員
会
か
ら
今

後
の
課
題
の
調
査
報
告
が
あ

り
３
年
間
が
経
過
し
た
が
、

こ
れ
ま
で
の
経
営
状
況
と
令

和
２
年
度
の
決
算
状
況
に
つ

い
て
尋
ね
る
。

振
興
社
に
つ
い
て
は
、

徐
々
に
で
は
あ
る
が
経

営
改
善
が
出
来
て
い
る
。
令

和
２
年
度
の
決
算
内
容
に
つ

い
て
は
、
ま
だ
総
会
の
承
認

を
得
て
い
な
い
。

令
和
元
年
度
に
つ
い

て
、
売
上
高
は
、
前
年

対
比
約
55
％
の
伸
び
、
当
期

の
純
利
益
は
、
約
５
０
０
万

以
上
の
黒
字
、
事
業
経
費

は
、
53
・
９
％
と
い
う
こ
と

で
コ
ス
ト
の
削
減
も
行
わ
れ

て
、
現
在
は
い
い
経
営
状
況

に
な
っ
て
い
る
。

加
工
製
造
業
務
が
赤
字

を
出
し
て
い
た
が
、
ど

の
よ
う
な
強
化
を
図
っ
て
来

た
の
か
。効率

の
悪
い
手
作
業
で

や
っ
て
い
た
。
経
営
状

況
が
悪
い
と
い
う
こ
と
で
、

設
備
投
資
が
出
来
な
か
っ
た

反
省
点
も
あ
り
、
今
後
は
そ

う
い
う
の
も
考
え
て
い
く
べ

き
だ
と
思
う
。

機
械
設
備
が
な
い
か

ら
、
受
託
が
受
け
ら
れ

な
い
。
特
産
物
を
作
ろ
う
と

思
っ
て
も
設
備
が
整
っ
て
い

な
い
。
最
低
限
の
設
備
投
資

を
し
て
い
く
べ
き
じ
ゃ
な
い

か
。
ま
た
、
財
団
設
立
後
ど

の
よ
う
な
事
業
内
容
で
行
っ

て
い
く
の
か
。

企
業
と
し
て
利
益
を
上

げ
、
必
要
な
も
の
を

投
資
し
て
償
却
す
る
こ
と
で

税
金
対
策
に
も
な
る
の
で
、

徐
々
に
設
備
投
資
を
行
っ
て

い
る
。
あ
さ
ぎ
り
財
団
に
つ

い
て
、
当
面
は
今
の
事
業
を

継
続
し
、
可
能
な
部
分
か
ら

新
た
な
取
組
を
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
る
。

国
土
交
通
省
が
く
ま

川
鉄
道
株
式
会
社
に

対
し
て
、
特
定
大
規
模
災
害

等
鉄
道
施
設
災
害
復
旧
事
業

費
補
助
に
よ
る
支
援
を
発
表

し
た
。
あ
さ
ぎ
り
町
の
負
担

額
は
。総

事
業
費
４
億
３
，

５
９
２
万
４
，０
０
０

円
の
う
ち
、
町
の
負
担
額
は

２
，３
６
０
万
８
，０
０
０
円

と
な
る
が
、
公
共
土
木
施
設

災
害
復
旧
事
業
債
を
充
て
ら

れ
、
実
質
町
が
支
出
す
る
額

は
、
１
１
８
万
４
０
０
円
に

な
る
。補

助
金
を
受
け
る
の

に
、
災
害
を
受
け
た
事

業
者
が
過
去
３
年
間
赤
字
、

全
線
復
旧
後
の
上
下
分
離
方

式
を
導
入
す
る
と
い
う
要
件

が
あ
る
。
上
下
分
離
方
式
の

内
容
と
こ
れ
に
対
す
る
町
長

の
考
え
は
。

自
治
体
が
鉄
道
施
設
を

保
有
し
て
無
償
貸
与

し
、
復
旧
に
要
し
た
費
用
を

鉄
道
事
業
者
ま
た
は
地
方
自

治
体
に
国
が
補
助
金
を
交
付

す
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。く

ま
川
鉄
道
の
経
営
再

建
の
チ
ャ
ン
ス
で
は
な

い
か
と
考
え
、
い
い
方
式
を

提
案
し
て
頂
い
た
と
思
っ
て

い
る
。昨

年
の
９
月
定
例
議
会

で
、
復
旧
後
の
事
業
計

画
や
収
支
計
画
を
検
討
し
、
町

民
の
理
解
と
協
力
を
得
ら
れ
る

よ
う
結
論
を
出
す
べ
き
と
の
決

議
書
を
提
出
し
て
い
る
。

　

上
下
分
離
方
式
後
の
独
立

し
た
鉄
道
運
営
事
業
者
と
し

て
、
関
係
市
町
村
に
対
し
て

説
明
責
任
を
果
た
す
べ
き
と

思
う
が
。くま

川
鉄
道
再
生
協
議

会
に
お
願
い
し
て
い
き

た
い
。そ

の
他
質
問
事
項

⃝

旧
５
か
町
村
の
公
文
書
及

　
び
資
料
に
つ
い
て

問

岩
い わ も と

本　恭
や す の り

典 議員

町
長

問

く
ま
川
鉄
道
の
復
旧
お
よ
び

復
旧
後
の
事
業
運
営
に
つ
い
て

復旧が待たれるくま川鉄道
（７月豪雨で被害にあった川村駅）

商
工
観
光
課
長

問商
工
観
光
課
長

町
長

問企
画
政
策
課
長問企

画
政
策
課
長

町
長問町

長
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溝み
ぞ
ぐ
ち口　

峰み
ね
お男 

議
員

区
の
自
主
防
災
組
織
や

区
長
・
消
防
団
・
警

察
・
消
防
署
等
に
避
難
行
動

要
支
援
者
名
簿
の
提
供
が
な

け
れ
ば
災
害
時
に
高
齢
者
や

障
害
者
な
ど
弱
者
の
命
は
救

え
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、

個
人
情
報
で
あ
る
名
簿
提
供

の
根
拠
と
な
る
条
例
の
制
定

を
急
ぐ
べ
き
で
は
な
い
か
。

緊
急
時
に
役
に
立
た
な

い
名
簿
で
あ
っ
て
は
意

味
を
な
さ
な
い
の
で
、
避
難

行
動
要
支
援
者
２
，
４
０
０

名
余
の
名
簿
を
地
域
で
「
ご

近
所
支
え
合
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
づ
く
り
」
に
活
用
い
た
だ

き
緊
急
避
難
時
に
役
に
立
つ

名
簿
が
で
き
る
よ
う
名
簿
の

取
り
扱
い
に
か
か
る
条
例
制

定
を
検
討
す
る
。

外
国
人
も
町
内
に
２
６
９

名
在
住
さ
れ
て
い
る
が
、

避
難
場
所
の
情
報
提
供
は
ど
の

よ
う
に
し
て
い
る
の
か
。

外
国
人
に
対
す
る
避
難

の
周
知
は
で
き
て
い

な
い
。
今
後
、
町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
に
英
語
訳
で
表
示

す
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
周

知
を
図
っ
て
い
く
。

外
国
人
労
働
者
は
、
必

要
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
人

材
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
避

難
等
に
つ
い
て
企
業
と
の
連

携
を
整
え
て
い
く
。

今
後
の
公
民
分
館
建
設

は
、
区
の
統
合
を
踏
ま

え
広
域
的
な
一
時
避
難
所
等

に
活
用
で
き
る
複
合
施
設
と

し
て
建
設
す
る
方
針
が
示
さ

れ
て
い
る
が
、
建
設
地
区
住

民
に
負
担
金
を
求
め
れ
ば
区

の
統
合
も
で
き
な
く
な
る
の

で
は
な
い
か
。

区
の
統
合
に
つ
い
て
は

「
ま
ち
づ
く
り
審
議

会
」
で
検
討
い
た
だ
い
て
い

る
。
そ
ち
ら
が
進
ん
で
き
て

公
民
分
館
の
建
設
が
令
和
４

年
度
に
具
体
的
に
な
っ
て
く

る
と
思
う
が
、
経
済
も
低
迷

し
コ
ロ
ナ
禍
で
収
入
も
減
少

し
て
い
る
。
ま
た
、
年
金
だ

け
の
生
活
の
方
に
負
担
を
求

め
る
の
は
非
常
に
厳
し
い
状

況
で
は
な
い
か
と
思
う
。

区
の
自
主
防
災
組
織
活

動
に
対
す
る
助
成
及
び

備
品
購
入
助
成
。
そ
し
て
自

主
防
災
活
動
に
対
す
る
実
災

害
時
の
補
償
の
充
実
を
し
な

け
れ
ば
、
今
後
の
自
主
防
災

活
動
に
安
心
し
て
参
加
で
き

な
い
が
。現

行
の
区
の
運
営
助
成

金
の
戸
数
割
５
０
０
円

の
内
１
４
７
円
が
自
主
防
災

活
動
に
使
用
い
た
だ
く
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。
実
災
害
時

の
補
償
に
つ
い
て
は
、
提
案

い
た
だ
い
た
内
容
を
精
査
し

検
討
し
た
い
。

自
主
防
災
活
動
助
成

は
、
一
度
精
査
を
し
て

現
状
に
即
し
た
制
度
に
見
直

し
を
し
た
い
。
備
品
購
入
支

援
は
、
各
自
主
防
災
組
織
の

備
品
希
望
調
査
を
行
い
緊
急

を
要
す
る
物
は
補
正
予
算
で

も
対
応
し
た
い
。

そ
の
他
質
問
事
項

⃝

あ
さ
ぎ
り
町
誕
生
20
周
年

　

に
向
け
て
「
あ
さ
ぎ
り
町

　
音
頭
」
の
制
定
に
つ
い
て

問

問 町
長

名簿提供の根拠となる
条例の制定は

町
長

問

町
長

公
民
分
館
建
設
に
対
す
る

住
民
負
担
は

＊避難行動要支援者名簿とは＊
■ 65歳以上の高齢者で
　①介護保険「要介護３」以上　②寝たきり及び認知症
　③一人暮らし
■ 75歳以上の高齢者のみの世帯
■障がい者の方で
　①身障者手帳１・２級所持者　②療育手帳A所持者
　③精神障がい者福祉手帳１級所持者
■上記以外で町長が必要と認めたもの

総
務

課
長

問

自
主
防
災
組
織
や
備
品
購

入
に
対
す
る
助
成
及
び
実

災
害
時
の
補
償
の
充
実
は

総
務

課
長

町
長

永山地区自主防災組織による
避難所設営訓練
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総
務
建
設
経
済
常
任
委
員
会

〇
５
月
25
日
（
火
）

①
一
般
会
計
補
正
予
算(
第
２
号)

に
つ

　
い
て

（
農
林
振
興
課
）

担
い
手
づ
く
り
支
援
交
付
金
事
業

（
融
資
主
体
型
）
助
成
金
他
の
説
明

を
受
け
る
。

今
回
の
件
は
農
業
次
世
代
人
材
投
資

事
業
に
該
当
し
な
い
人
な
の
か
。

こ
れ
は
独
立
就
農
型
で
あ
る
。

（
総
務
課
）

ゴ
ム
ボ
ー
ト
、
船
外
機
（
６
人
乗

り
）
３
艇
、
救
命
胴
衣
18
着
購
入
他

の
説
明
を
受
け
る
。

船
舶
免
許
の
必
要
性
は
な
い
の
か
。

免
許
不
要
の
船
外
機
で
あ
る
。

（
企
画
政
策
課
）

く
ま
川
鉄
道
経
営
安
定
化
補
助
金

（
災
害
復
旧
分
）
他
説
明
を
受
け
る
。

常
任
委
員
会
報
告

今
後
の
く
ま
川
鉄
道
の
あ
り
方
に

つ
い
て
具
体
的
な
説
明
を
。

詳
し
い
資
料
の
提
供
を
㈱
く
ま

川
鉄
道
に
求
め
て
い
る
段
階
で

あ
る
。

（
商
工
観
光
課
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

飲
食
店
等
時
短
要
請
協
力
金
負
担
金

等
説
明
。

（
建
設
課
）

土
砂
災
害
危
険
住
宅
移
転
事
業
補

助
金
他
の
説
明
。

②
町
有
林
伐
採
（
全
伐
）
に
か
か
る
財

　
産
の
処
分
に
つ
い
て

（
農
林
振
興
課
）

今
回
の
伐
採
の
理
由
は
。

伐
採
の
時
期
が
来
て
い
る
こ
と
と
ビ

ハ
公
園
周
辺
の
環
境
整
備
の
た
め
。

③
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
推
進
基

　
金
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

（
企
画
政
策
課
）

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
に
関
連
す

る
も
の
と
の
説
明
を
受
け
る
。

・
非
常
に
い
い
取
り
組
み
だ
と
思
う

の
で
、
ふ
る
さ
と
会
等
の
協
力
を

い
た
だ
い
た
ら
ど
う
か
。

④
訴
訟
費
用
の
予
備
費
充
用
に
つ
い
て

（
税
務
課
）

町
と
し
て
法
律
に
基
づ
い
て
行
っ

た
事
が
裁
判
に
な
る
理
由
は
。

競
売
が
取
り
消
し
に
な
っ
た
事
に

よ
っ
て
、
そ
の
損
害
賠
償
を
求
め
て

裁
判
手
続
き
を
と
ら
れ
た
も
の
。

⑤
給
湯
機
器
等
災
害
補
助
金
交
付
要
綱

　
（
案
）
に
つ
い
て

（
上
下
水
道
課
）

令
和
６
年
３
月
31
日
限
り
こ
の
効

力
を
失
う
と
の
事
だ
が
、
期
間
が

長
す
ぎ
る
の
で
は
。

今
年
度
に
限
っ
た
事
業
で
あ
る
事

か
ら
再
度
検
討
す
る
。

⑥
あ
さ
ぎ
り
町
道
に
係
る
移
動
等
円
滑

　
化
の
た
め
に
必
要
な
道
路
構
造
基
準

　
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

　
条
例
の
制
定
に
つ
い
て 

⑦
第
４
次
行
財
政
改
革
プ
ラ
ン
に
つ
い

　
て
説
明
を
う
け
た
。

意
見

令和２年７月豪雨災害状況（岡原水源）

復旧された岡原水源

問答問答

問答

問答

問答

問答



（17）　　令和３年　８月発行

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

〇
４
月
26
日
（
月
）

①
あ
さ
ぎ
り
町
い
じ
め
防
止
基
本
方
針

　
に
つ
い
て 

（
教
育
課
）

今
回
の
改
正
の
背
景
に
は
、
情
報

端
末
器
（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
）
の
普
及

等
に
よ
る
い
じ
め
形
態
の
多
様
化
や
、

県
内
を
は
じ
め
と
し
た
重
大
事
態
の
発

生
な
ど
様
々
な
要
因
が
あ
る
。

・
被
害
者
と
な
っ
た
児
童
生
徒
の
尊

厳
の
保
持
に
配
慮
し
て
ほ
し
い
。

・
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
児
童
生
徒
の

ス
ト
レ
ス
か
ら
の
い
じ
め
も
今
後

考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
へ
の
対
処

策
も
方
針
に
明
記
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
適
切
な
利

用
を
。

②
令
和
２
年
度　
熊
大
連
携
事
業
と

　
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て 

（
教
育
課
）

教
師
の
指
導
の
向
上
、
児
童
の
学

力
の
向
上
に
つ
い
て
、
熊
本
大
学
と

の
連
携
事
業
と
し
て
リ
モ
ー
ト
で
行

わ
れ
て
い
る
が
、
大
学
の
先
生
に
実

際
に
現
場
を
観
て
も
ら
え
な
い
課
題

が
残
っ
た
と
の
事
で
あ
る
。

③
障
が
い
児
通
所
支
援
事
業
に
つ
い
て

（
生
活
福
祉
課
）

毎
年
増
加
傾
向
に
あ
る
本
事
業
の

利
用
規
定
、
標
準
支
給
量
等
の
詳
細

な
点
の
説
明
を
求
め
た
。
実
態
の
調

査
が
必
要
で
あ
る
が
、
県
の
指
導
管

轄
な
の
で
町
と
し
て
は
直
接
指
導
は

で
き
な
い
と
の
事
で
あ
る
。

④
ふ
れ
あ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
今
後
の

　
具
体
的
運
営
策
に
つ
い
て　
　

⑤
訪
問
介
護
事
業
の
現
状
と
課
題
に
つ

　
い
て

（
生
活
福
祉
課
）

ヘ
ル
パ
ー
事
業
（
訪
問
介
護
）
は

介
護
報
酬
単
価
が
安
い
為
、
経
営
は

厳
し
い
。
町
や
社
協
と
し
て
は
、
今

後
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
民

間
の
事
業
所
を
充
実
さ
せ
て
、
協
力

を
お
願
い
し
て
い
き
た
い
。

〇
５
月
24
日
（
月
）

①
あ
さ
ぎ
り
町
ヘ
ル
シ
ー
ラ
ン
ド
条
例

　

及
び
あ
さ
ぎ
り
町
保
健
セ
ン
タ
ー
条

　

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

　
に
つ
い
て

（
生
活
福
祉
課
）

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
ふ
れ
あ
い

福
祉
セ
ン
タ
ー
へ
の
移
行
に
伴
う
条

例
の
改
正
。

温
泉
セ
ン
タ
ー
が
現
在
午
後
９
時

閉
館
と
な
っ
て
い
る
が
、
密
に
な

る
可
能
性
が
あ
る
の
で
午
後
10
時

ま
で
と
し
て
ほ
し
い
。

ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
に
よ
り

午
後
９
時
以
降
の
外
出
自
粛
と

な
っ
て
い
る
。

・
障
が
い
者
の
利
用
に
あ
っ
て
は
、

介
助
者
の
料
金
の
配
慮
は
で
き
な

い
か
。

②
あ
さ
ぎ
り
町
家
庭
的
保
育
事
業
等
の

　
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定

　
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
の
制
定
に
つ
い
て

③
あ
さ
ぎ
り
町
特
定
教
育
・
保
育
施
設

　
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
並
び
に

　
特
定
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
施
設
等

　
の
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

　
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

　
に
つ
い
て

④
令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
に

　
つ
い
て

（
町
民
課
）

学
習
支
援
員
配
置
事
業
に
つ
い
て

教
員
免
許
所
有
の
要
件
は
課
さ
れ

る
の
か
。

必
ず
し
も
そ
れ
は
求
め
て
い
な
い

が
、
町
と
し
て
は
免
許
所
有
者
が

良
い
と
思
っ
て
い
る
。

・
夏
休
み
中
の
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

で
の
学
習
指
導
へ
の
ス
ク
ー
ル
バ

ス
の
運
行
は
で
き
な
い
か
。

・
中
学
３
年
生
に
特
化
す
る
学
習
支

援
で
は
な
く
も
っ
と
早
く
か
ら
実

施
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

・
公
民
分
館
等
の
施
設
の
整
備
事
業

に
つ
い
て
は
、
キ
ッ
チ
ン
セ
ッ
ト

等
は
補
助
上
限
額
を
決
め
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

⑤
あ
さ
ぎ
り
町
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正

　
に
つ
い
て

（
町
民
課
）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
手

数
料
が
歳
計
外
と
な
る
た
め
、
あ

さ
ぎ
り
町
手
数
料
条
例
か
ら
再
交

付
手
数
料
８
０
０
円
が
削
除
さ
れ

た
。
今
後
は
発
行
主
体
で
あ
る
地

方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム
機
構

か
ら
住
所
地
市
町
村
長
に
徴
収
事

務
が
委
託
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、

再
交
付
手
数
料
の
８
０
０
円
は
新

し
い
納
付
様
式
に
な
る
。

ヘルシーランド　多目的ホール

意
見

意
見

意
見

問

答

問答
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○
４
月
27
日
（
火
）

　
令
和
３
年
第
１
回
上
球
磨
消
防
組
合

議
会
臨
時
会
が
上
球
磨
消
防
研
修
室
に

て
開
催
さ
れ
、
執
行
部
よ
り
物
品
売
買

契
約
の
締
結
に
つ
い
て
「
水
難
救
助
車

購
入
事
業
」
の
議
案
が
上
程
さ
れ
、
本

案
は
全
会
一
致
で
原
案
ど
お
り
可
決
し

た
。
委
員
会
報
告
に
つ
い
て
、
上
球
磨

消
防
組
合
消
防
庁
舎
建
設
調
査
特
別
委

員
会
、
橋
本
委
員
長
よ
り
調
査
の
経
過

お
よ
び
概
要
が
報
告
さ
れ
本
案
は
、
全

会
一
致
で
可
決
し
た
。
ま
た
、
同
日
午

前
10
時
よ
り
同
消
防
本
部
庁
舎
車
庫
内

に
て
来
賓
お
よ
び
工
事
関
係
者
約
40
名

が
参
列
し
、
上
球
磨
消
防
組
合
消
防
庁

舎
総
合
落
成
式
が
行
わ
れ
た
。

上
球
磨
消
防
組
合
議
会

人
吉
球
磨
広
域
行
政
組
合
議
会

一
部
事
務
組
合
報
告

○
５
月
31
日
（
月
）

　
令
和
３
年
度
第
２
回
議
会
臨
時
会
が
開

催
さ
れ
、
同
２
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

の
専
決
処
分
を
承
認
、
監
査
委
員
の
専

任
に
同
意
し
た
。
又
、
議
会
運
営
委
員

会
で
は
、
皆
越
て
る
子
議
員
（
あ
さ
ぎ
り

町
）
が
委
員
長
に
選
任
さ
れ
た
。
専
決
処

分
は
昨
年
の
豪
雨
災
害
で
大
き
な
被
害
を

受
け
た
汚
泥
再
生
処
理
セ
ン
タ
ー
の
災
害

復
旧
に
係
り
、
全
国
町
村
会
建
物
災
害
共

済
の
共
済
金
額
が
３
月
末
に
確
定
。
災
害

復
旧
事
業
に
共
済
金
を
充
当
し
、
国
庫
補

助
金
及
び
地
方
債
の
金
額

が
減
額
と
な
っ
た
こ
と
か

ら
補
正
予
算
を
編
成
。
歳

入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
７
，

７
６
１
万
７
，
０
０
０
円

を
追
加
し
総
額
44
億
２
，

２
１
１
万
４
，
０
０
０
円

と
な
っ
た
。
ま
た
監
査
委

員
の
選
任
同
意
は
前
任
者

完成した上球磨消防組合消防庁舎の風景

が
５
月
末
で
任
期
満
了
を
迎
え
る
た
め
、

後
任
に
人
吉
税
務
署
や
大
分
税
務
署
の
要

職
を
歴
任
、
現
在
は
多
良
木
町
及
び
上
球

磨
消
防
組
合
の
代
表
監
査
員
を
務
め
て
い

る
人
吉
市
の
山
崎
信
治
氏
（
61
）
の
選
任

に
同
意
し
た
。

　
そ
の
後
の
全
協
に
て
「
一
部
事
務
組
合

の
議
員
定
数
」
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
今

後
は
各
市
町
村
で
定
数
に
つ
い
て
協
議
い

た
だ
く
こ
と
の
依
頼
分
を
議
長
あ
て
に
送

付
す
る
こ
と
と
し
た
。

汚泥再生処理センター現地視察
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山
口
和
幸
議
員

が
、
町
村
議
会
議
員

と
し
て
10
年
以
上
在

職
し
、
功
労
が
あ
っ

た
と
し
て
球
磨
郡
町

村
議
会
議
長
会
会
長

よ
り
表
彰
さ
れ
た
。

　

熊
本
県
町
村
議
会

議
長
会
の
臨
時
総
会

が
6
月
1
日
熊
本
市

の
ホ
テ
ル
熊
本
テ
ル

サ
で
開
か
れ
、
任
期

満
了
に
伴
う
役
員
改

選
で
、
德
永
正
道
議

長
が
副
会
長
に
選
出

さ
れ
た
。
な
お
、
德

永
議
長
は
、
5
月
に

球
磨
郡
町
村
議
会
議

長
会
の
会
長
に
も
就

任
し
て
い
る
。

德
永
正
道
議
長
が
熊
本
県
町
村
議
会

議
長
会
副
会
長
に
就
任

永
年
在
職
議
会
議
員
表
彰

　
７
月
６
日
か
ら
９
日
の
４
日
間
、
球
磨
中
央
高
校
２
年
生
の
犬
童
璃
音
さ
ん
、
上

田
詩
音
さ
ん
、
山
下
采
華
さ
ん
、
福
屋
楓
さ
ん
が
、
あ
さ
ぎ
り
町
役
場
で
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
と
し
て
役
場
の
業
務
を
体
験
し
ま
し
た
。
４
人
は
総
合
窓
口
や
脳
い
き
い

き
教
室
、
体
育
施
設
点
検
作
業
な
ど
を
体
験
し
ま
し
た
。
議
会
事
務
局
で
は
、
議
場

を
見
学
し
議
会
に
つ
い
て
学
び
、
会
議
録
作
成
を
体
験
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

（
職
場
体
験
学
習
）
を
終
え
て

犬
童
　
璃
音
さ
ん
（
吉
井
）

　
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
経
験
し
て
、
あ
さ
ぎ
り
町
役
場

の
皆
さ
ま
が
日
頃
、
町
民
の
た
め
に
ど
の
よ
う
な
仕
事
を

し
て
い
る
の
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
良
か
っ
た
で

す
。
そ
し
て
、
こ
の
４
日
間
で
私
は
挨
拶
の
大
切
さ
が
分

か
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
生
活
で
も
自
分
か
ら
挨
拶
し

て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
行
事
に
も
積
極

的
に
参
加
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

上
田
　
詩
音
さ
ん
（
黒
田
）

　
今
回
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
通
し
て
、
実
際
の

業
務
に
携
わ
る
と
い
う
貴
重
な
経
験
や
講
話
、
い
た

だ
い
た
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
か
ら
多
く
の
こ
と
を
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
職
員
の
方
々
に
は
４
日
間
大

変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
自
分
に
不
足
し
て
い
る

部
分
や
改
善
す
る
部
分
な
ど
発
見
で
き
た
実
習
で
し

た
。
こ
の
経
験
を
生
か
し
、
今
後
の
進
路
選
択
に
繋

げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

山
下
　
采
華
さ
ん
（
吉
井
）

　

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
終
え
て
、
あ
さ
ぎ
り
町
は
た
く
さ

ん
の
人
た
ち
の
サ
ポ
ー
ト
が
あ
り
生
活
が
で
き
て
い
る
と
い

う
こ
と
や
仕
事
の
大
変
さ
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま

た
、
実
習
を
と
お
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
と
い

う
こ
と
の
大
切
さ
や
楽
し
さ
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
人
と
関
わ
る
機
会
が
あ
る
時
に

は
、
行
事
等
に
参
加
し
て
み
た
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

福
屋
　
楓
さ
ん
（
吉
井
）

　
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
学
ん

だ
事
は
、
お
客
様
の
対
応
の
仕

方
と
礼
儀
の
よ
い
挨
拶
で
す
。

こ
の
４
日
間
で
学
ん
だ
事
を
生

か
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
将
来
の

た
め
に
働
く
う
え
で
の
心
構
え

を
し
て
い
き
た
い
で
す
。

あ
さ
ぎ
り
町
に
望
む
事

　

あ
さ
ぎ
り
町
の
皆
様

が
、
健
康
な
体
を
保
て
る

よ
う
に
体
力
を
つ
け
る
場

所
や
運
動
が
で
き
る
場
所

を
作
っ
て
ほ
し
い
で
す
。 左から福屋さん、上田さん、

山下さん、犬童さん



委  

員  

長  

　小
谷
　節
雄

副
委
員
長  

　岩
本
　恭
典

委
　
　員  

　溝
口
　峰
男

　
　
　
　  

　山
口
　和
幸

　
　
　
　  

　小
出
　高
明

　
　
　
　  

　難
波
　文
美

　
コ
ロ
ナ
禍
に
見
舞
わ
れ
早
く
も

１
年
半
が
経
過
し
ま
し
た
。
そ
の

間
に
無
く
し
て
し
ま
っ
た
平
穏
な

日
常
生
活
を
取
り
戻
す
た
め
に
も

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
進
捗
が
急
が
れ

て
お
り
、
希
望
す
る
全
て
の
方
に

対
し
て
の
早
期
の
接
種
完
了
を
期

待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
さ
て
、
本
号
か
ら
新
た
な
編
集

メ
ン
バ
ー
と
な
り
ま
し
た
が
、
引

き
続
き
議
会
の
実
情
を
少
し
で
も

分
か
り
易
く
お
届
け
で
き
る
よ
う

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
叱
咤
激
励
の
お
声
を
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

（
小
谷
　
節
雄
）

議
　長

　
　德
永
　正
道

あ
さ
ぎ
り
町
議
会
だ
よ
り

あ
さ
ぎ
り
町
議
会
だ
よ
り
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
頂
け
ま
す
。
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聞かせて

★お願い★「議会広報」の腕章をした議員が、写真撮影等でお伺いして取材します。
議会広報に載ることがあります。ご理解とご協力をお願いします。

記
後
集
編

者
任
責
行
発
・
集
編

会
員
委
別
特
査
調
報
広

■表紙の写真について
７月４日豪雨災害の復興への祈りの水灯り
【寺池（川瀬）地区】

町内の方々に寄稿していただきました

民 の 声町
　主人の転勤を機にあさぎり町に来て14年
が経ちました。子ども達の成長と共に、人見
知りで面倒くさがりな私も子どもや地域を通
して、いろいろな行事や活動に参加すること
で確実に成長していると感じています。今で
はすっかり馴染んで、自然が豊かでとにかく
人がいいこのあさぎり町で安心して楽しく過
ごしています。今から３年前、当時の区長さ
んに声をかけられたのをきっかけに月２回の
いきいき100歳体操に参加し始め、地域の
方々を支える地域の方々がいることを知り、
その姿にとても感動しました。他にもいろん
な所や場面で助け合いや支え合いを目にし、あさぎり町は思いやりの心あふれ
る優しい町だなと思います。これからもこの心の輪がもっと広がっていけばい
いなと思います。

上地区（堀の角）

今田　ゆり子さん

　

このコーナーは町民の皆さまから議会に対する事
や町への要望を寄稿していただき、作成していま
す。議員が依頼に伺った際は、ご協力をお願い致
します。


